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チップスケール原⼦時計を応⽤した
⾃律型時刻同期 IoTセンサ／データロガーの開発
GPS・通信環境がなくても⾼精度時刻同期計測が可能
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チップスケール原⼦時計搭載 IoT センサ
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GPSやネットワークが無くても、地下室でもトンネル内でも、センサだけで正確な時刻情報を
保持するIoTセンサと、どんなセンサもつないで時刻同期計測ができるデータロガーの開発・
適⽤を進めています。建築、社会インフラ、都市空間に、様々な種類の IoTセンサを展開でき、
⾼精度なタイムスタンプを有するビッグデータを⽣み出します。

振動計測実験 実設置⽤ケース

※本研究開発は、SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」に
おいて、独⽴⾏政法⼈新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務として実施しています
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